
 

 

健康福祉委員会資料 

（健康福祉局関係） 

 

１ 令和７年第４回定例会提出予定議案の説明 

(７) 議案第１８８号 川崎市介護医療院の人員、施設及び設備並        

びに運営の基準に関する条例の一部を改正する

条例の制定について 

 

資料１ 議案第１８８号 川崎市介護医療院の人員、施設及び設備並        

びに運営の基準に関する条例の一部を改正する

条例の制定について 

資料２ 新旧対照表 

 

 

 

令和７年１１月２１日 

健康福祉局 
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議案第１８８号 川崎市介護医療院の人員、施設及び設備並 

        びに運営の基準に関する条例の一部を改正 

する条例の制定について 

 

１ 条例改正の背景 

介護医療院の人員、施設及び設備並びに運営に関する基準の一部改正（令和７年厚生

労働省令第１０３号） 

 

２ 改正内容 

上記１に伴い、引用条文の規定の整備を行うもの 

「第２条第１７項」→「第２条第１８項」 

 

３ 施行期日 

公布の日から施行 
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資料 １



 

川崎市介護医療院の人員、施設及び設備並びに運営の基準に関する条例の一部を改正する条例新旧対照表 

 

改正後 改正前 

○川崎市介護医療院の人員、施設及び設備並びに運営の基準に関する条例 ○川崎市介護医療院の人員、施設及び設備並びに運営の基準に関する条例 

平成30年３月20日条例第25号 平成30年３月20日条例第25号

（診療の方針） （診療の方針） 

第18条 医師の診療の方針は、次に掲げるところによるものとする。 第18条 医師の診療の方針は、次に掲げるところによるものとする。 

(１) 診療は、一般に医師として必要性があると認められる疾病又は負傷

に対して、的確な診断を基とし、療養上適切に行う。 

(１) 診療は、一般に医師として必要性があると認められる疾病又は負傷

に対して、的確な診断を基とし、療養上適切に行う。 

(２) 診療に当たっては、常に医学の立場を堅持して、入所者の心身の状

況を観察し、要介護者の心理が健康に及ぼす影響を十分配慮して、心理

的な効果をもあげることができるよう適切な指導を行う。 

(２) 診療に当たっては、常に医学の立場を堅持して、入所者の心身の状

況を観察し、要介護者の心理が健康に及ぼす影響を十分配慮して、心理

的な効果をもあげることができるよう適切な指導を行う。 

(３) 常に入所者の心身の状況、病状、置かれている環境等の的確な把握

に努め、入所者又はその家族に対し、適切な指導を行う。 

(３) 常に入所者の心身の状況、病状、置かれている環境等の的確な把握

に努め、入所者又はその家族に対し、適切な指導を行う。 

(４) 検査、投薬、注射、処置等は、入所者の病状に照らして適切に行う。 (４) 検査、投薬、注射、処置等は、入所者の病状に照らして適切に行う。

(５) 特殊な療法、新しい療法等については、基準省令第18条第５号に規

定する厚生労働大臣が定めるもののほか行ってはならない。 

(５) 特殊な療法、新しい療法等については、基準省令第18条第５号に規

定する厚生労働大臣が定めるもののほか行ってはならない。 

(６) 基準省令第18条第６号に規定する厚生労働大臣が定める医薬品以外

の医薬品を入所者に施用し、又は処方してはならない。ただし、医薬品、

医療機器等の品質、有効性及び安全性の確保等に関する法律（昭和35年

法律第145号）第２条第18項に規定する治験に係る診療において、当該治

験の対象とされる薬物を使用する場合においては、この限りではない。 

(６) 基準省令第18条第６号に規定する厚生労働大臣が定める医薬品以外

の医薬品を入所者に施用し、又は処方してはならない。ただし、医薬品、

医療機器等の品質、有効性及び安全性の確保等に関する法律（昭和35年

法律第145号）第２条第17項に規定する治験に係る診療において、当該治

験の対象とされる薬物を使用する場合においては、この限りではない。 
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資料 ２


